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未管理著作物

• 令和5年の著作権法改正

• 理由･･･デジタルが発達して誰しもが作品を発表できる

• メタバースなどでのコンテンツ活用

• 作者に行き当たらない⇔著者・権利者が見つからない

⇩ ⇩

• 分野を横断する一元的な窓口組織を活用した権利処理



JPROではこれまでにも・・・

• 様々なDBとの連携で書誌情報の充実を

• 電子書籍の情報も連携

• 異版・電子版・オンデマンド版との紐付けで入手困難本対策

• オーディオブック連携・電子書籍TTS表示

⇒出版業界の様々な課題を解決するための仕組みを提供



分野横断権利情報DBに関して

• 文化審議会著作権分科会法制度小委員会報告書【概要】

簡素で一元的な権利処理と対価還元の制度化について

⇩

分野横断の一元的窓口を創設

出版・音楽・写真・映像・舞台興業など様々

【海賊版被害等の損害賠償額の算定方法見直し】

【研究目的に関わる権利制限創設の検討】
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この仕組みによらず、従前の通り利用者が直接権利者に許諾を得て利用す
ることは可能である。

アウトオブコマース
イコール

入手困難ですよね



権利主張しましょう

• 明確に表記する ⇒ 奥付・ホームページに

⇒ 意思表示をする

• 権利主張 ⇒ 難しい（範囲）

⇒ 問い合わせてもらう

• 既刊 ⇒ Booksを頼りましょう

⇒ ① 300万点以上の登録書誌数

② 書誌の紐付け機能



文化庁
「分野横断権利情報検索システム」

• 《分野横断権利情報検索システムURL》
https://www.copyright-info-hub.bunka.go.jp

• 団体検索 ⇒ 「分野」出版・新聞 「種類」から出版を選択

⇒ ８件の権利団体が表示

⇒ 出版書誌データベース「Books」

• 「団体等の問合せページに移動する」をクリックすると
「Books」にリンクします。
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JPROではBooksで対策します
• Topページに表示を入れます。 ４月１日９時～



裁定制度への対応ページに



Booksで書誌を検索して

クリック



書誌のページで



出版社のページ



利用について or 問い合わせ先



Booksの強み

• 圧倒的な収録数

• 様々なジャンルのコンテンツ

• 入手困難本対策

• マルチコンテンツ表示

⇒ 本に行き当たれる

⇒ 分からないから、管理されていないから使っていいを防止！



《出版業界としては》

出版物は分野横断権利情報検索を使わなくても、

『Books』を見てください！と言いたい！！
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